
令和４年第３回取手市議会定例会議事日程（第１号）

令和４年９月１日（木）午前１０時開議

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 一般会計決算・予算審査特別委員会設置の件

日程第５ 議案第４６号 取手市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例について

議案第４７号 取手市営住宅条例の一部を改正する条例について

議案第４８号 取手市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第４９号 取手市建築基準条例の一部を改正する条例について

議案第５０号 市道路線の認定について

議案第５１号 市道路線の変更について

日程第６ 議案第５２号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第７号）

日程第７ 議案第５３号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第８号）

日程第８ 議案第５４号 令和４年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計補正予

算（第２号）

議案第５５号 令和４年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）

議案第５６号 令和４年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

議案第５７号 令和４年度取手市介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第９ 報告第 ９号 令和３年度取手市健全化判断比率について

日程第 10 報告第１０号 債権の放棄について

日程第 11 認定第 １号 令和３年度取手市一般会計決算の認定について

日程第 12 認定第 ２号 令和３年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計決算の

認定について

認定第 ３号 令和３年度取手市国民健康保険事業特別会計決算の認定に

ついて

認定第 ４号 令和３年度取手市後期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて

認定第 ５号 令和３年度取手市介護保険特別会計決算の認定について

認定第 ６号 令和３年度取手市競輪事業特別会計決算の認定について

認定第 ７号 令和３年度取手地方公平委員会特別会計決算の認定につい

て

日程第 13 諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮 問 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて



日程第 14 諮 問 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮 問 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮 問 第 ６ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

日程第 15 請願第３１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政

府予算に係る意見書採択を求める請願

請願第３２号 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国に提

出することを求める請願書

日程第 16 市政に関する一般質問

①齋藤 久代 議員

②染谷 和博 議員



地方自治法第１２１条により令和４年第３回定例会への出席を求めた者及び委任を受けた説明員

１．出席を求めた者
取 手 市 長 藤 井 信 吾

取 手 市 教 育 委 員 会 教 育 長 伊 藤 哲

取 手 市 農 業 委 員 会 会 長 倉 持 光 男

２．委任を受けた説明員

副 市 長 吉 田 雅 弘

総 務 部 長

選 挙 管 理 委 員 会 書 記 長
鈴 木 文 江

政 策 推 進 部 長 井 橋 貞 夫

財 政 部 長 牧 野 妙 子

福 祉 部 長 稲 葉 芳 弘

健 康 増 進 部 長 大 野 安 史

ま ち づ く り 振 興 部 長 野 口 昇

建 設 部 長 前 野 拓

都 市 整 備 部 長 齋 藤 嘉 彦

会 計 管 理 者

会 計 課 長 事 務 取 扱
倉 持 和 子

総 務 部 次 長

安 全 安 心 対 策 課 長 事 務 取 扱
斉 藤 理 昭

政 策 推 進 部 次 長

政 策 推 進 課 長 事 務 取 扱
彦 坂 哲

福 祉 部 次 長

障 害 福 祉 課 長 事 務 取 扱
加 藤 輝 代

福 祉 部 次 長

子 育 て 支 援 課 長 事 務 取 扱
飯 野 恵 久 子

ま ち づ く り 振 興 部 次 長

環 境 対 策 課 長 事 務 取 扱
石 塚 幸 夫

都 市 整 備 部 次 長

都 市 計 画 課 長 事 務 取 扱
渡 来 真 一

都 市 整 備 部 次 長

区 画 整 理 課 長 事 務 取 扱
浅 野 和 生

総 務 部 総 務 課 長

選挙管理委員会書記長補佐
澤 部 慶

人 事 課 長 軽 部 幸 雄

情 報 管 理 課 長 大 久 保 益 雄

市 民 協 働 課 長 佐 藤 睦 子

市 民 課 長 安 田 徹 也

取 手 支 所 長 藤 原 敏 幸

藤 代 総 合 窓 口 課 長 金 子 秀 明

総 務 課 副 参 事

選挙管理委員会主任書記
土 谷 靖 孝

安全安心対策課副参事 鈴 木 和 彦

政 策 推 進 部 秘 書 課 長 丸 山 博

魅力とりで発信課長 立 野 啓 司

文 化 芸 術 課 長 飯 山 貴 与 子

政 策 推 進 課 副 参 事 髙 中 誠

財 政 部 財 政 課 長 海 老 原 輝 夫

管 財 課 長 鈴 木 正 美

公 共 施 設 整 備 課 長 原 部 英 樹

課 税 課 長 稲 村 忠 弘

納 税 課 長 三 浦 雄 司

財 政 課 副 参 事 谷 池 公 治

福 祉 部 社 会 福 祉 課 長 下 田 浩

高 齢 福 祉 課 長 秋 山 和 也

高 齢 福 祉 課 副 参 事 井 橋 久 美 子

障 害 福 祉 課 副 参 事 鈴 木 哲 也

子 育 て 支 援 課

家 庭 児 童 相 談 室 長
川 村 久 美 子

健 康 増 進 部 健康づくり推進課長 樋 口 康 代

国 保 年 金 課 長 木 村 太 一

保 健 セ ン タ ー 長 助 川 直 美

保健センター副参事 松 崎 剛

ま ち づ く り

振 興 部

産 業 振 興 課 長 数 藤 弘 人

農 政 課 長 川 村 昭 彦

環 境 対 策 課 副 参 事 印 藤 智 徳

環 境 対 策 課

環 境 政 策 室 長
大 隅 正 勝

火葬場組合事務局長 牧 野 孝 浩

建 設 部 管 理 課 長 飯 竹 永 昌

道 路 建 設 課 長 榎 根 本 嗣 郎

排 水 対 策 課 長 飯 塚 稔

水 と み ど り の 課 長 染 谷 和 之

道 路 建 設 課 副 参 事 渡 辺 光 明

都 市 整 備 部 建 築 指 導 課 長 田 中 健 士

中心市街地整備課長 中 村 有 幸

都 市 計 画 課

都 市 政 策 推 進 室 長
中 村 大 地

区 画 整 理 課 副 参 事 稲 葉 克 彦

取 手 市 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 長 小 池 健

取 手 市 代 表 監 査 委 員 石 橋 大 輔

取 手 地 方 公 平 委 員 会 委 員 長 大 峰 芳 樹



教 育 委 員 会 教 育 部 長 田 中 英 樹

教 育 参 事 伊 藤 誠

教 育 次 長

教育総務課長事務取扱
森 川 和 典

学 務 課 長 直 井 徹

保 健 給 食 課 長 大 野 篤 彦

指 導 課 長 大 越 茂

指 導 課 長

教育総合支援センター長
松 戸 孝 泰

生 涯 学 習 課 長 塚 本 豊 康

子 ど も 青 少 年 課 長 香 取 美 弥

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 豊 島 寿

図 書 館 課 長 長 塚 逸 人

ふ じ し ろ 図 書 館 長 蛯 原 雅 己

農 業 委 員 会 事 務 局 長 浜 野 彰 久

監 査 委 員 事 務 局 長

取 手 地 方 公 平 委 員 会 事 務 局 長
染 谷 久

消 防 本 部 消 防 長 秋 山 龍 司

次 長

警 防 課 長 事 務 取 扱
岡 田 直 紀

総 務 課 長 仲 村 厚

予 防 課 長 齊 藤 正 己

取 手 消 防 署 長 石 島 良 夫

戸 頭 消 防 署 長 酒 井 靖

吉 田 消 防 署 長 福 田 義 久

椚 木 消 防 署 長 吉 田 大 祐



日次 期　日 曜日 会議 時　刻 議　　　事

1 9月1日 木 本会議 午前10時

開会、議案上程、議案質疑・付託
一部議案討論・採決
請願上程・説明・質疑・付託
一般会計決算・予算審査特別委員会設置
一般質問（齋藤・染谷議員）

2 9月2日 金 本会議 午前10時
一般質問（海東・久保田・入江・石井・
小池・加増議員）

3 9月3日 土 休　会

4 9月4日 日 休　会

5 9月5日 月 本会議 午前10時
一般質問（根岸・鈴木・結城・落合・遠山
議員）

6 9月6日 火 本会議 午前10時 一般質問（細谷・赤羽・関戸議員）

7 9月7日 水 委員会 午前10時 総務文教常任委員会

8 9月8日 木 委員会 午前10時 福祉厚生常任委員会

9 9月9日 金 委員会 午前10時 建設経済常任委員会

10 9月10日 土 休　会

11 9月11日 日 休　会

12 9月12日 月 委員会 午前10時 一般会計決算・予算審査特別委員会

13 9月13日 火 委員会 午前10時 一般会計決算・予算審査特別委員会

14 9月14日 水 委員会 午前10時 一般会計決算・予算審査特別委員会

15 9月15日 木 委員会 午前10時 議会運営委員会

16 9月16日 金 本会議 午前10時 委員長報告・質疑・討論・採決

9月17日
～

9月29日
議事整理日

30 9月30日 金 本会議 午前10時 閉会

令和４年第３回取手市議会定例会会期日程

 ※新型コロナウイルス感染症の感染が拡大した場合に備え、通常よりも長めの9月30日ま
でを会期としております。ただし、9月16日までに議了したときには、議決し、閉会する予
定です。



令和４年 ８月１７日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 関戸 勇

一部事務組合議会の報告

常総地方広域市町村圏事務組合議会について、議員として下記のとおり出席しましたので、その概

要について報告いたします。

記

１．会議開催日 令和４年６月２９日

２．会議等名称 令和４年第１回臨時議会

令和４年第２回全員協議会

３．内容 下記のとおり。

・令和４年第１回臨時議会では、常総地方広域市町村圏事務組合議会副議長の選挙を行い、つくば

みらい市議会選出の豊島葵議員が就任しました。

その後、専決処分の承認案２件、報告案１件、議案第６号から９号、議員提出議案２件の審議を

行いました。

承認第２号、常総地方広域市町村圏事務組合職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついては１名から質疑、反対討論があり、賛成多数で承認。

議案第８号、救助工作車の取得について質疑がありました。

承認第２号をのぞく案件については全員賛成。

・令和４年第２回全員協議会では、常総運動公園新整備施設について７月15日のオープンに向けた

説明がありました。また、第１回臨時議会に提出する案件について協議しました。



令和４年 ８月２２日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 染谷 和博

一部事務組合議会の報告

茨城県南水道企業団議会について、議員として下記のとおり出席しましたので、その概要について

報告いたします。

記

１．会議開催日 令和４年７月２８日

２．会議等名称 第２回定例会

３．内容 下記のとおり。

議事日程

日程第1 会議録署名議員の指名

日程第2 会期決定の件

日程第3 議案第1号 令和3年度茨城県南水道企業団水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分につ

いて（賛成多数により認定）

報告第1号 令和3年度茨城県南水道企業団水道事業会計継続費繰越計算書の報告について

報告第2号 令和3年度茨城県南水道企業団水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告第3号 地方公共団体の財政健全化法に係る公営企業会計の資金不足比率に関する報告について

日程第4 一般質問



令和4年第2回茨城県南水道企業団議会定例会提案理由の説明

議案第1号は、令和3年度茨城県南水道企業団水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分についてで

あります。

はじめに、業務の決算概要について申し上げます。給水戸数は11万759戸となり、前年度末より

1,237戸の増となりました。給水人口は24万978人で、普及率は85.50%となっております。年間総給

水量については2,565万4,448立方メートルで、前年度より35万9,577立方メートルの減となりまし

た。有収率につきましては、92.40%で、前年度より0.29ポイントの増となりました。

次に、財務の決算状況について申し上げます。まず、損益勘定における収支の状況であります。水道

事業の総収益は税込額で61億6,100万4,566円、総費用については税込額で56億8,759万8,028円

となり税抜での損益は2億9,800万7,222円の純利益となっております。

次に、資本的収支勘定の決算概要についてであります。収支ともに税込額で、収入は10億6,494万

2,462円、支出については21億3,283万7,405円となっており、翌年度への繰越工事資金451万

2,000円を除く資本的収入額が資本的支出額に不足する額10億7,240万6,943円は、過年度分損益勘

定留保資金8億3,446万8,712円、繰越工事資金110万6,235円、及び消費税及び地方消費税資本的

収支調整額2億3,683万1,996円で補填いたしております。

次に、剰余金の処分案についてであります。未処分利益剰余金2億9,800万7,222円については、全

額を資本金へ組み入れするものであります。

次に、報告第1号は、令和3年度茨城県南水道企業団水道事業会計継続費繰越計算書についてであり

ます。これは、戸頭配水場1系ポンプ電気機械設備更新工事を目的とした建設改良費の予算6,550万

2,000円を地方公営企業法施行令第18条の2第1項の規定により翌年度に繰り越しをしたため、同条

同法の規定により報告をするものであります。

次に、報告第2号は、令和3年度茨城県南水道企業団水道事業会計予算繰越計算書についてでありま

す。本件は、建設改良費の予算のうち、配水管布設工事等41件で19億6,345万500円を地方公営企

業法第26条第1項の規定により翌年度に繰り越しをしたため、同条第3項の規定により報告をするも

のであります。

次に、報告第3号は、地方公共団体の財政健全化法に係る公営企業会計の資金不足比率に関する報告

についてであります。本件は、財政健全化法第22条第1項の規定に基づき、令和3年度茨城県南水道

企業団資金不足比率及びその算定の基礎となる事項について、監査委員の意見書を付して報告をする

ものであります。



令和４年８月２６日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 石井 めぐみ

一部事務組合議会の報告

龍ケ崎地方衛生組合議会について、議員として下記のとおり出席しました

ので、その概要について報告いたします。

記

１．会議開催日 令和４年８月９日

２．会議等名称 令和４年第４回龍ケ崎地方衛生組合議会全員協議会

３．協議事項

（１）令和４年度の稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化の取り組みに

ついて

ア ３組合議会全員協議会の顛末について

ィ 茨城県市町村課との打ち合わせの顛末

ウ 各分科会の進捗状況について

エ 稲敷・龍ケ崎地方３組合・複合化（新組合設置）計画（案）

について

（２）新組合議会の議員定数について

（３）その他



令和４年８月２９日

取手市議会議長 殿

取手市議会議員 須田 光雄

一部事務組合議会の報告

取手地方広域下水道組合議会について、議員として下記のとおり出席しましたので、そ

の概要について報告いたします。

記

１ 日時 令和４年８月２３日（火）午後２時００分～午後２時５７分

２ 会議等名称 令和４年第２回定例会

３ 内容

【全員協議会】

１ 執行部説明事項

（１）伊奈山王幹線二条化工事について（保全課）

（２）下水道使用料改定に関わる事業運営審議会への諮問について（経営課）

２ 協議事項

（１）会議録署名議員の指名について

（２）会期について

３ 報告事項

（１）令和４年度工事契約状況調書について

（２）令和４年度議員派遣の件について

（３）下水道作品コンクールの開催について

【令和４年第２回定例会】

（１）出席議員：１０名

（２）会議録署名議員：加増充子議員、岡本昌弘議員を指名

（３）会期日程：１日限り

（４）議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第４号 令和４年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計補正

予算（第１号）



日程第４ 議案第５号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業剰余金の

処分について

日程第５ 認定第１号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計決算

の認定について

日程第６ 報告第１号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計予算

繰越計算書について

報告第２号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計継続

費精算報告書について

報告第３号 令和３年度取手地方広域下水道組合資金不足比率につい

て

日程第７ 一般質問

日程第８ 議員派遣の件

（５）上程議案の概要

議案第４号 令和４年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計補正予算（第１

号）

⇒ 全員賛成により原案可決

【補正の主な内容】

令和５年４月１日から契約履行が生じる事項について、債務負担行為の追加が

あったもの。

議案第５号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業剰余金の処分について

⇒ 全員賛成により原案可決

【主な議案の内容】

令和３年度末未処分利益剰余金残高 １億５，７２８万４，０３７円について、

地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、１億３，７１７万６，９２７円

を減債積立金へ積立て、２，０１０万７，１１０円を資本金へ組み入れたもの。

認定第１号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計決算の認定に

ついて

⇒ 全員賛成により原案認定

【決算の主な内容】

令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計決算について、監査委員の

意見書が付され上程されたもの。

報告第１号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水道事業会計予算繰越計算書に

ついて

報告第２号 令和３年度取手地方広域下水道組合下水度事業会計継続費精算報告書

について

報告第３号 令和３年度取手地方広域下水道組合資金不足比率について

⇒ 一括して報告



【主な報告内容】

報告第１号の繰越計算書は、令和３年度事業のうち、翌年度に繰越した事業に

ついて、地方公営企業法の規定により報告があったもの。

報告第２号の継続費精算報告書は、令和２年度・３年度２か年継続事業が完成

したことにより、地方公営企業法施行令の規定により報告があったもの。

報告第３号の資金不足比率は、令和４年度に算定した令和３年度資金不足比率

について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、審査意見書が付

され、報告があったもの。

一般質問

【主な質問内容】

一般質問は、２名の議員から通告があり、共に一問一答の方法で行われ、小田川

副管理者、事務局長及び担当課長から答弁がありました。

古川議員からは、「つくばみらい市板橋・南太田地域の下水道整備について」、

加増議員からは、「雨水排水整備計画について」、又「椚木地区の公共下水道整

備について」質問があった。

議員派遣の件

⇒ 賛成多数により原案可決

【議案の概要】

汚水処理施設の包括運営などの取り組みを視察するため、地方自治法第１００条

第１３項及び会議規則第１６２条第１項の規定により、議員を派遣するもの。

「派遣場所」 岩手県紫波町、大船渡市及び宮城県東松島市

「派遣期間」 令和４年１０月１９日から２１日までの３日間



取市発第２５５号

令和４年８月２９日

取手市議会議長

金 澤 克 仁 殿

取手市長 藤 井 信 吾

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく専決処分について（報告）

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された市長の

専決処分事項として下記のとおり専決処分しましたので、同条第２項の規定により報

告します。

記

専決処分第１４号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）当該案件の当事者である市職員に対しては、安全運転管理者及び所

属長から、余裕を持った運転を心がけ、安全運転により一層努めるよ

う指導しました。

専決処分第１５号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）当該案件の当事者である市職員に対しては、所属長から、作業中の

安全管理を徹底するよう指導しました。

専決処分第１６号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）当該事故現場の事故発生時の状況について、確認・検証を行った上

で、仮設していた柵を撤去し、職員に安全管理を徹底するよう指導し

ました。

専決処分第１７号 損害賠償請求（交通）事件に関し損害賠償の額を定め和解するこ

とについて



（事故後の対応）当該事故現場については、事故後直ちに職員が補修作業を行い、そ

の後、修繕工事を実施しました。

（ 特 記 事 項 ）車両の損害に係る部分の賠償及び和解（損害賠償額：７５，４８２

円）については、令和２年９月２９日付け専決処分第１９号により専

決処分を行い、令和２年１１月２５日付けで第４回取手市議会定例会

において取手市議会議長に報告しました。

その後、人身の損害に係る部分について争いがあったため相手方と

の間で訴訟となっていましたが、土浦簡易裁判所から和解条項の提示

があり、相手方と合意に至ったため、和解したものです。



専決処分第１４号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和４年６月２８日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、自動車事故に

よる損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和４年５月２７日午後４時２０分頃、取手市寺田３８１８番地先において、

市職員が公用車（大型車両）を運転していたところ、相手方が所有する駐車場内

に設置されていた排水溝の蓋を乗り越え、当該排水溝の蓋を損傷したものである。

３ 損害賠償額 ２４，０００円（過失割合 市１００：相手方０）



専決処分第１５号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和４年７月２８日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、作業車の操作

誤りによる損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和４年６月２４日午前８時５０分頃、取手市野々井１０９１番地先において、

市職員が公用車（クレーン車）のアーム操作を誤り、相手方所有の草刈機を損傷

したものである。

３ 損害賠償額 ３９，６００円（過失割合 市１００：相手方０）



専決処分第１６号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和４年８月５日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、市が管理する

道路における事故による損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和４年５月１８日午後５時４０分頃、取手市東三丁目２番地先の市道におい

て、当該道路を一時的に通行止めにするため柵を設置していたところ、自転車で

走行していた相手方が柵に衝突し、負傷したものである。

３ 損害賠償額 １９，４０２円（過失割合 市５０：相手方５０）



専決処分第１７号

専 決 処 分 書

損害賠償請求（交通）事件に関し、損害賠償の額を定め和解することについて、

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された市長

の専決処分事項として、次のとおり専決処分する。

令和４年８月２２日

取手市長 藤 井 信 吾

損害賠償請求（交通）事件に関し損害賠償の額を定め和解することについ

て

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、市を当事者と

する損害賠償請求（交通）事件（土浦簡易裁判所 令和３年（ハ）第４１１号）

について、次のとおり損害賠償の額を定め、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○〇○○〇

（氏名）○○○○○

２ 事案の概要及び経過

令和２年７月２４日午後８時頃、取手市新取手一丁目１３番地先の市道１－１

５７３号線（関東鉄道常総線の下を横断するアンダーパス）において、相手方所

有の自動車が走行していたところ、当該道路の路面舗装がはがれた部分に当該車

両のフロントバンパーが接触したことにより、運転していた相手方が負傷したも

のである。その後、相手方が通院し、治療を完了したが、人身の損害に係る部分



について争いがあり、市道管理者である被告取手市（代表者市長 藤井信吾）に

対し、相手方が原告として損害賠償を請求する訴えを土浦簡易裁判所に提起した

ものである。

３ 損害賠償の額及び和解条項

（１）被告は、原告に対し、本件事故による損害賠償金として、金３９万５９６

８円の支払義務があることを認める。

（２）被告は、原告に対し、第１号の金員を、令和４年１０月３１日限り、原告

が指定する金融機関の預貯金口座に振り込む方法により支払う。ただし、振

込手数料は被告の負担とする。

（３）原告は、その余の請求を放棄する。

（４）原告と被告は、原告と被告との間には、本件事故に関し、本和解条項に定

めるもののほかに、何らの債権債務がないことを相互に確認する。

（５）訴訟費用は各自の負担とする。

４ 特記事項

本案件については、令和２年９月２９日付け専決処分第１９号において車両損

害分に係る専決処分を行い、令和２年１１月２５日付けで取手市議会議長に報告

したものであるが、争いがあった人身の損害に係る部分について、土浦簡易裁判

所から和解条項の提示があり、原告との間で合意に達したことを踏まえ、賠償し、

和解するものである。



特別委員会の設置について

１．名 称 一般会計決算・予算審査特別委員会

２．調 査 目 的 取手市一般会計予算（補正予算を除く。）・決算に

関すること

３．委 員 定 数 １０名

４．審 査 期 間 令和４年９月１日から令和６年２月１４日まで。閉

会中もなお審査を行うことができるものとする。



議 案 付 託 表

令和４年第３回定例会

○総務文教常任委員会

〇福祉厚生常任委員会

〇建設経済常任委員会

〇一般会計決算・予算審査特別委員会

事件 の 番 号 件 名

議案第４６号 取手市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第５３号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第８号）（所管事項）

認定第 ７号 令和３年度取手地方公平委員会特別会計決算の認定について

事件 の 番 号 件 名

議案第５３号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第８号）（所管事項）

議案第５５号 令和４年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第５６号 令和４年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第５７号 令和４年度取手市介護保険特別会計補正予算（第１号）

認定第 ３号 令和３年度取手市国民健康保険事業特別会計決算の認定について

認定第 ４号 令和３年度取手市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

認定第 ５号 令和３年度取手市介護保険特別会計決算の認定について

事件 の 番 号 件 名

議案第４７号 取手市営住宅条例の一部を改正する条例について

議案第４８号 取手市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第４９号 取手市建築基準条例の一部を改正する条例について

議案第５０号 市道路線の認定について

議案第５１号 市道路線の変更について

議案第５３号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第８号）（所管事項）

議案第５４号 令和４年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計補正予算（第２号）

認定第 ２号 令和３年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計決算の認定について

認定第 ６号 令和３年度取手市競輪事業特別会計決算の認定について

事件 の 番 号 件 名

認定第 １号 令和３年度取手市一般会計決算の認定について



議案第５２号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第７号）

質疑通告一覧表

令和４年第３回定例会

質疑

順位
質疑者 質疑事項 質疑要旨

議案書の

ページ等

１ 根岸裕美子

議 員

新型コロナウイルスワ

クチン予防接種健康被

害給付金について

１ 対象者は何名か

２ 金額に算定される項目は

３ その後のフォローは

議案書P６

２ 関 戸 勇

議 員

新型コロナウイルスワ

クチン接種に関する経

費について

１ 接種を希望する人数の予測は

２ ４回目接種終了者も対象となるの

か

３ 接種開始の時期が早まる可能性は

４ 今回の接種期間は

５ ワクチン量は確保できるのか

６ 設営経費は軽減されているか

７ 交通整理業務の内容

８ 接種の終了時刻は

９ 健康被害給付金の対象想定人数は

議案書

P５～６



議案第５３号 令和４年度取手市一般会計補正予算（第８号）

質疑通告一覧表

令和４年第３回定例会

質疑

順位
質疑者 質疑事項 質疑要旨

議案書の

ページ等

１ 根岸裕美子

議 員

子育て世帯に対する生活

応援特別給付金給付事業

に関する経費について

１ 18歳までの子を養育する年金受給

者も給付対象となるか

議案書P22

２ 染谷和博

議 員

電気需給契約の解約に伴

う損害賠償金について

１ 契約していた業者の営業形態 議案書P12

３ 齋藤久代

議 員

諸収入(６項 雑入)弁償

金の経緯について

１ 通知はいつ頃

２ 影響を受けた施設が何個かあるが

全部同じ相手との契約だったか

３ その後の対応

４ 価格の変化は

議案書P12

事務用機器使用料につい

て

１ コピー機リース料と保守点検料、カ

ウンター料などによって１台当たり

の価格が異なる詳細

議案書P41

令和４年度９

月補正予算

債務負担行為

設定資料の別

紙：事務用機

器使用料(令

和４年度その

３)の内訳書

４ 遠山智恵子

議 員

生産販売農家緊急補助金

について

１ 生産販売農家件数と事業対象件数

の見通し

２ 近隣市町村の状況をつかんでいる

か

議案書P26

民間保育園入所に要する

経費について

１ 保育士等処遇改善事業補助につい

て、公立保育所・民間保育園は、どの

ように計上されているのか

議案書P23



請 願 文 書 表

令和４年第３回定例会

受付

番号

受付

月日
件 名

請 願 者

（紹介議員）

付 託

委員会

３１ ８/３ 教職員定数改善と義務教育

費国庫負担制度堅持のため

の政府予算に係る意見書採

択を求める請願

茨城県水戸市笠原町 978-46

茨城教育会館 2Ｆ

茨城県教職員組合

中山 幸男 ほか 253 人

（山野井 隆）

総務文教

３２ ８/24 消費税インボイス制度の実

施中止を求める意見書を国

に提出することを求める請

願書

茨城県稲敷郡阿見町小池2157-24

県南農民組合

組合長 渋谷 俊昭 ほか 1人

（遠山 智恵子）

総務文教



教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書採択を求める請願

紹介議員 山野井 隆

・請願趣旨

学校現場では、新型コロナウイルス感染症対策による教室の消毒作業等や貧困・いじめ・

不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教

材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学び

や学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改

善が不可欠です。

３月に改正義務標準法が成立し、小学校の学級編制標準が学年進行により段階的に35人

に引き下げられます。今後、小学校だけに留まるのではなく、中学校・高等学校での35人

学級の早期実施が必要です。さらに、きめ細かな教育をするためには30人学級の実現が不

可欠です。一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあ

りますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度に

ついては、「三位一体改革」の中で2006年度に国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下

げられました。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに

住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学

びを保障するための条件整備は不可欠です。

こうした観点から、政府予算編成において以下の請願事項が実現されるよう、地方自治法

第99条の規定にもとづき国の関係機関への意見書提出を請願いたします。

・請願事項

１ 中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級

について検討すること。

２ 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置

増など教職員定数改善を推進すること。

３ 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育

費国庫負担制度を堅持すること。

以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

令和４年 ８月 ３日

請願代表者

住所 茨城県水戸市笠原町978-46 茨城教育会館2Ｆ

氏名 茨城県教職員組合

中山 幸男 ほか253人

取手市議会議長 殿

請願 第３１号

受付 令和４年 ８月 ３日



消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を
国に提出することを求める請願書

紹介議員 遠山 智恵子

・請願趣旨

国は2023年10月からインボイス制度（適格請求書等保存方式）を実施するとして、事業

者登録を進めているところです。これまで消費税制度は小規模事業者への配慮として、年間

課税売上高が1,000万円以下では、納税義務を免除してきました。インボイス（適格請求書）

制度は、取引金額や年月日、品目、消費税額などに加え、新たに税務署から割り振られた事

業者番号を記載した請求書や領収書の事です。

インボイスを発行するためには、いかに営業収入が少なくても、課税業者となり、消費税

納税の義務が発生します。課税業者にならなければ、取引から除外される可能性もあります。

個人事業主やフリーランス、個人タクシー運転手、小規模農家など広範な人に負担増が強い

られます。また、シルバー人材センターに登録して働く高齢者も対象となる制度です。

このため、日本商工会議所や全国中小企業団体中央会、日本税理士会連合会はじめ様々な

団体・個人から、制度の廃止や実施延期を求める声が上がっています。多くの中小零細業者

は、コロナ危機の下、事業継続、雇用維持に懸命に取り組んでおり、インボイス制度への登

録、経理変更準備に取りかかる状況ではありません。これ以上の負担を課すことは、コロナ

禍からの経済再生を阻害することにもつながります。よって、中小零細事業者や個人事業主

の事業継続と再生のために、下記の事項を請願します。

・請願事項

１ 消費税インボイス制度の実施を中止することを求める意見書を国へ提出すること。

以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

令和４年 ８月２４日

請願代表者

住所 茨城県稲敷郡阿見町小池2157－24

氏名 県南農民組合

組合長 渋谷 俊昭 ほか1人

取手市議会議長 殿

請願 第３２号

受付 令和４年 ８月２４日



一般質問発言順序決定表

令和４年第３回定例会

一般質問１日目

９月１日（木）

議案上程後予定

一般質問２日目

９月２日（金）

１０時開議予定

一般質問３日目

９月５日（月）

１０時開議予定

一般質問４日目

９月６日（火）

１０時開議予定

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

１ 齋藤 １ 海東 １ 根岸 １ 細谷

２ 染谷 ２ 久保田 ２ 鈴木 ２ 赤羽

３ 入江 ３ 結城 ３ 関戸

４ 石井 ４ 落合

５ 小池 ５ 遠山

６ 加増



１

一般質問発言通告事項一覧表

９月１日（木） 令和４年第３回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１ 齋藤久代

議 員

障害者自動車運転免

許取得費補助制度の

拡充について

１ 補助対象者の拡大を

（現在は身体障がい者のみ）

市 長

高齢者支援の充実

（大和市の「おひと

りさま支援」を学ん

で）について

１ 高齢者が知りたい情報の発信

（１）冊子の発行

２ 終活支援（転ばぬ先の杖）

（１）終活コンシェルジュの配置

（２）葬儀

（３）財産（遺贈による寄付）

３ 市役所の姿勢を市民に届けられるように

（１）専門組織の立ち上げ

市 長

「気候非常事態宣

言」より２年

温室効果ガス総排出

量2030 年度までに

40％削減へ向けてに

ついて

１ 第二次地球温暖化防止実行計画の最中に

あって

（１）取組状況

（２）市民との共有及び発信

市 長

２ 染谷和博

議 員

共同運営による電子

図書館サービスにつ

いて

１ コンテンツ費用や将来的なプラットフォ

ーム費用の削減

教 育 長

ケアリーバー支援に

ついて

１ 令和２年度に全国調査が実施されたが市

の実態

２ ケアリーバーを把握している児童相談所

や児童養護施設などと情報共有し、対象者の

把握をするべきでは

市 長

子宮頸がん早期発見

について

１ 子宮頸がん早期発見に検査キット配布 市 長

スポＧＯＭＩ開催に

ついて

１ 世界一地球に優しいスポーツ、環境美化と

スポーツを融合させた社会貢献活動

市 長

教 育 長



２

９月２日（金） 令和４年第３回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

３ 海東一弘

議 員

不登校に関わる取組

について

１ 本市の考え方

２ 現在の状況

３ 学習機会と支援の在り方

４ 他自治体等への調査等

５ 今後に向けた取組

教 育 長

４ 久保田真澄

議 員

リトルベビーハンド

ブックについて

１ リトルベビーハンドブックの認識

２ 市内の低出生体重児の把握（人数、確認方

法）

３ 支援

市 長

更年期障害について １ 更年期障害についての市として取組等が

あれば

２ 更年期度チェックの活用、相談窓口の設置

市 長

男性職員における育

児休業の取得につい

て

１ 市の現況

２ 目標達成に向けての課題

３ 目標達成に向けての具体的な取組

市 長

５ 入江洋一

議 員

中学校部活動の地域

移行について

１ 市内中学校の部活動の現状

２ 地域移行に対する市の取組状況

３ 今後の市における取組

教 育 長

高井小学校児童数増

加への対応について

１ ゆめみ野地域の人口増加に伴う高井小学

校の児童数増加に市はどのように対応する

のか

教 育 長

６ 石井めぐみ

議 員

道路の維持管理につ

いて

１ 街路樹の整備・美化

２ 舗装整備

市 長

自治会組織について １ 現状と課題

２ 住民の生活様式・意識の変化にどう対応し

ていくか

３ 地域活動のデジタル化（ＬＩＮＥの活用な

ど）

市 長



３

７ 小池悦子

議 員

コロナ感染拡大防止

へ 検査体制拡大と

医療機関の体制整備

へ市の支援策拡充に

ついて

１ 不安や心配な時にＰＣＲ検査が無料で受

けられる体制を整備すること

２ 検査や入院などの医療体制整備と拡充の

ための財政支援を行うこと

市 長

一人一人に寄り添っ

たひきこもり支援事

業について

１ 実態把握

２ 対応と支援

３ 当事者や家族が市へ相談に来るのを待つ

のでなく、市が発見し支えていくための取組

が必要ではないか

（１）大規模な実態調査

（２）幅広い啓発活動

市 長

８ 加増充子

議 員

西口開発について １ 区画整理事業

（１）Ａ街区内のビル移転の同意はいつになる

のか

（２）交通広場整備の進捗状況と今後の事業の

見通しを伺う

２ 再開発事業

（１）平成29年３月策定の報告書後の事業の

概略についての進捗状況を伺う

（２）公共・公益施設について市の考えを伺う

（３）再開発事業（タワーマンション等）への

参加権利者は何人中何人か。再開発対象面

積は。都市計画決定の時期は

（４）現在、再開発事業を計画している準備組

合の法的根拠

（５）市は事業から撤退し、Ａ街区の土地利用

は再検討を求めては

市 長

学校給食の無償化に

ついて

１ 学校給食は子どもたちの発達に不可欠で

ある。学校給食の意義について市の考えを伺

う

２ 物価高騰等経済的な背景の下、学校給食費

が負担になっている。無償化を求める

３ 財源

市 長

教 育 長



４

９月５日（月） 令和４年第３回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

９ 根岸裕美子

議 員

子どもたちの健やか

な育ちと食について

１ 子どもたちの健やかな育ちに影響を与え

る要因

（１）農薬等化学物質の影響

（２）腸内環境の乱れ

（３）ミネラル不足

２ 子どもたちの健やかな育ちと食への取組

（１）農薬、化学肥料を減らす試み

（２）給食の栄養価の実態調査

（３）モデル校でのオーガニック献立の取組

市 長

教 育 長

第２回定例会で質問

した内水被害対策の

その後の取組につい

て

１ 久賀地区湛水防除施設管理運営協議会と

の協議の進行状況

２ 排水ポンプ車使用実験の取組状況

市 長

市民要望への対応に

ついて

１ 市民への市政協力員制度の周知

２ 市長懇談会開催の制度化

市 長

１０ 鈴木三男

議 員

市の令和３年度普通

会計決算の財政分析

について

１ 収支状況

２ 経常収支比率

３ 財政力指数、実質収支比率、公債費負担比

率

４ 積立金、地方債等の状況

市 長

米粉の利用促進につ

いて

１ 小麦粉と米粉の価格の比較

２ 米粉を利用するメリット

３ 米粉を利用した場合の課題

４ 利用促進に向けた今後の取組

市 長

教 育 長

１１ 結城 繁

議 員

個人情報保護条例に

ついて

１ 個人情報保護条例の改正

２ 改正に当たっての具体的な進め方

市 長

喫煙所管理について １ 東口駅前喫煙所進捗状況 市 長

産業支援について １ 中小企業振興基本条例制定の進捗状況 市 長

アートのあるまちづ

くりについて

１ 東京藝術大学、ＪＲ東日本、株式会社アト

レ、取手市、四者連携協定の効果

２ 壁画等の管理

３ とりでオンライン美術館

市 長



５

１２ 落合信太郎

議 員

ｅスポーツを活用

したまちづくりにつ

いて

１ 国、県の動向

２ 他市の事例

３ ｅスポーツ大会の開催

４ ｅスポーツで高齢者の健康増進

市 長

教 育 長

公共施設のＷｉ－Ｆ

ｉ設置について

１ 今後の設置計画

２ モバイルルーターの貸出し

市 長

教 育 長

ピクトグラムを用い

た迅速な避難誘導に

ついて

１ 避難所等への活用

２ 緊急車両への配備

市 長

１３ 遠山智恵子

議 員

農業支援策の拡充に

ついて

１ 取手市農業委員会の国・県への要望（令和

３年度の建議書）について市の取組を求める

２ 農家の切実な声を聞いて、支援策の拡充を

求める（米価下落に対する補助、集落の草刈

り対策、カメムシ被害補助等）

３ 世界の食糧危機問題が起きている今、ロー

カルフード保全施策の取組を提起する

市 長

防災減災対策につい

て

１ 広域避難についてどのように進めている

のか（双葉・久賀地域等）

２ 藤代地域での一時待避所を

３ 市民に分かりやすい地域防災マップにな

っているか

４ 側溝清掃は進んでいるのか

市 長

放課後子どもクラブ

運営について

１ 小学生の放課後の「生活の場」を保障する

という学童保育の目的に沿った関わり・運営

になっているか

２ 藤代小のクラブ室の増設を求める

３ 支援員・補助員の状況

４ 民営化の検証を

５ 市として今後の方針を伺う

教 育 長
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質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１４ 細谷典男

議 員

取手駅西口区画整理

事業について

１ １期工事の進捗状況

２ ２期工事の見通し

３ デッキ工事の進め方

４ 第７回計画変更

５ 区画整理事業と共同ビル開発の関係

市 長

取手駅西口共同ビル

開発について

１ 都市計画決定までの課題と見通し

２ 当初構想案

３ 構想案の見通しはどうか

４ 共同ビルにおける公共部分の考え方

５ 提言：共同ビル商業棟構想の変更を求める

市 長

桑原開発について １ 基本設計の進捗状況

２ 準備組合の現状

（１）地権者の意向

（２）市は地権者の期待と要望をどのように受

け止めているのか

３ 当初構想案と現状

（１）市が示したイラストへの市民の期待

（２）事業協力者の意向

４ 相野谷川の利活用を求める

市 長

家庭用一時多量ごみ

について

１ 取扱い変更後の実績 市 長
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１５ 赤羽直一

議 員

マイナンバーカード

の普及について

１ ６月の定例会で補正予算を可決したが、ど

のような体制を取ったか

２ どのような効果があったか

３ 直近の市民の取得率は

４ 職員の取得率は

５ マイナンバーカードを申し込まない人は

どんな理由と考えるか

６ 今後の啓発方法は

市 長

取手駅西口整備につ

いて

１ 進捗状況は

２ 再開発ビルに、市はどのくらいの面積の床

を確保するのか

３ 市のスペースに図書館機能の一部を入れ

る予定はないか

市 長

ごみの減量化につい

て

１ 常総広域の焼却炉稼働率が非常に逼迫し

ているのを認識しているか

２ ごみの減量化の方策は

３ 市民への周知の方法は

市 長

１６ 関戸 勇

議 員

集中豪雨等に備えた

排水対策について

１ 戸頭団地で下水道組合が維持管理してい

る雨水幹線と市が管理する雨水管の結合部

はどのように点検しているか

２ 市内で同じような部分の点検はしている

か

３ 雨水排水対策で下水道組合との連携状況

４ 集水ますの蓋を改善し水の流れ込み量を

増やすべき

市 長

新川地域の土地埋立

てについて

１ 新たな埋立てについて住民説明会の報告

は事業者から提出されているか

２ 市は新堀を埋め、道路にする計画はない

が、市が新堀を埋立てに使う道路として許可

したのはなぜか

３ 新堀の排水機能を認識していたか

４ 埋立てが終了したら新堀に戻すのか

５ 再生砕石と異なる固形物を調べたか

６ 県の埋立て許可取消しについて、その後の

経緯

市 長

下高井字鶴蒔の盛り

土について

１ 隣接する土地を同じ業者が埋め立てたが、

合わせると5,000平方メートルを超える。県

の許可申請でなく、市の許可としたのはなぜ

か

市 長


